
152　被　服

10 月 ６ 日 出 第12 会 場 午 前10 : 00 ～12 : 00

－

〔日本 家政 学会

B－38　　　　　　 Ｓ Ｄ Ｓ水溶液のクラフト点変動とその孚因

加洋ヤ 大文家政　　･ 順 嵩和雄　 奄池芙笥 蚕

〔目的) SDS 太溶液 ごぱ調 製陵・ 放 置状況(温劃 埓前 山こ') ,   Dsc  沙ぼ どのクラフト点C  以下
心^TV  T. t) に変船が認めS  床だ。　 まい 丁‰

みろ漱るI  t, あるいぱr ‰ 上から計e^c^ した場 合,よT 川゙兜測乙れn ＜くな ，た。I  れ

ら<）C t  ねヽ 似 乙いz,  表面霞ｶr  を測更 け, 場合，斡に丁゙よｰｿ散"c 上 の消定ごぱ高温

倒 から降温i  乙測定したlf ^ｲ啄温側から寿温 む乙測定レだr いこ,よ差 異が'生ず'i> ごめ5 う

t 考えられる。 以よ<n 要因を鞭討 すう。

匯到 試料なj;　s)s  ぱ再結晶化物 軋 ま（ 水レl±イオン交換 木:を蒸留L  いf]|-犬だ。

D延型むA3 万乞/いこ60μ 封入したものを55C/560ﾀ:( 第二麟 工丿舎)｡^ るー:ぱあ這C-^s-o°c ま○
の測定にcfuPouffto 幻司い。2c/min あひ･ はio °c伽函t"-;|･卜 だ。
本宅-*t: 乞細か ゴ

ッ 桧 び
辰e 洋 丿 水↓で逡|浄後ノ 糾 滅 八 差遣(

‘O（ 約郷)'r. を‰
を更に譜 しう水ご浚憬れ煉後I:;建伸I  だものをI卜 ，た。R) え訂(H汗(0Sc  ＝J=Fg  £V 心i:ぶ

r( 乳)託 とし（　　 すなわ乱H  を痢定後に管をlo，刻みに切ソX ラろド クう スり端面｡7

はタ,直伍 色顕倣7  づクロメ ーター茲ご笥 八　r ㈹ をft 。え次関毅 ご尤似 した.   R)Sφeti (!)
補正表・ 廬が I   I-左ヽ･紅m  ご刑 吏しか。

〔検討ぢ旧　 高届からT゛X下。V  さろだけ偽 温まt' Y゛^  す乳　 々心 支，？*     ')   右稔ヽ･渫覆
n ご漣えiこ耳温･ざぐ 時問t  ぢ･ﾅ[＼oU L 乙から耳遠 し乙t を゙*∂

を変えI  T の変動 を蕨討 する。 あ わと≒ 鉛 み。V サイズ≒ 割合K つヽ･ても調 べて 升
たり。

B －39, ナ4  a  ソ6  で絨 鬘t r'.ず つ1i唯･・J･'r  ろ?: 嗜i:一早･こっ いて

泉 昔々 大匁政　 疲址W,　IS  II)美鳥 チ ，和

目的ヽ ナA °ン(, '-. ら` '1- る-^ 気毛有 硯 各 を明ら* ヽ/'- f  5 r` ゛> (-- ヵ'ラ ズも 細管 さナ^  ’ツ

x"づーチ* ンフ"口 も埼よ 卑ー 怯I-- よ',.   KC£斎 嫌^･ よば カ ケオッ 帚 向活 作 剤 藩 論z  ゙ <^ p㈲

違 いこX    いA れ の爺知1l% 周べ･･だ.

方 浅 ．ナh   ロ ンb 陳 維 をエ ーゲ,レ･ヽ3 吽向 ずら7., 回疲 噴桟 リ ノ-  )ﾚ心Z 時同覆 壇L  ?

建冲t  ,  吃りZ* をヽ9o% ギ賊 卯cc ゛旛 ゛`し ナイ゜ン洛 漱 を-?く ’た， ヵ̈ バ^  細管I*. ク

ロ ム硫 駄 巷 庚 中ずよく浪 々 し,   暴 戻です ずr,  エ ク／－ ル 幻

7  tり,碍 存 した.  ガ ラ スも畑 苓 四壁 へ^ う≒/) ロV  コ-  プ，ツ7"/* アス 七゚レ ータ-  を用｀'゛

々 フ< り-r  イロ ン舞恕‘を味 入し^ 行 ない，自ぎ 乾 燥 後 基^ 隙

｀( £瘍 液 ろ･ f び糖4  H 度 のカ 今･オー早靭婿 作例 ，だ'f･'／･^トリ メ？/レア ンモ ーウムタヒ・

ラf  ﾄ｀( 1>T'A  C  ) 洽 漁 色便 甲I  .  月C£!あ^  ≪` I* 庖 川 マ' p月^ 現 定 むた。毛篭j ＝一早紅 艇μ

妓y-  リ, 劈 酸 鏡 で筒 走 つ 駈 匍琢ヵI*  弧 別 表瓊 琢ヵ粁 で南 走 むT:z.廓 発/-i.ZD±/゜C "5 恒

－i. 中-f 行 なっち 。

紀乳 !o-'t4 Kte ｋ ち･いX ItナA 'a ンf)'i

.   これり^iiJJ^.力り 渚 壁 と表 の壽 触 角e-Sざめ艮ところ，ひΓ6 vs. 咽 も薯■tゑぞ^
をふし, m 汝 辱匍が% 気毛篭硯弘を雍捧り 札

Ｄアパ 海ｦﾄ ぢ¨-Z. I* °″d     !/i.   j>H    曲線 ゜包/ が``消払D ｀ﾉC 沸が 馮 ぺ
j　　　　l ‾I pH -t

″）c ゛s θ ぐj － ゛・ 多
観･ 水 性 ） が 噌` 大i  だ ．




